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　　人ロの動き

一10月1日現在一

男4，942（一6）

女5，019（一11）

計9，961（一17）
世帯数2，350（一5）

　　（）前月比較
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さ
わ
や
か
な
陽
気
に
な
り
ま
し
た
．

行
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
家
で
の
ん
び
り
読

書
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
秋
の
味
わ
い
方

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
の
休
日
の
プ

ラ
ン
は
…
…
．

　
「
競
い
合
う
中
に
友
情
の
輪
を
広
げ

よ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
川
西

中
学
校
の
体
育
祭
が
先
月
二
十
三
日
に

開
か
れ
ま
し
た
．

　
今
年
は
、
生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て

行
っ
た
も
の
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
レ
ー
ス

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
写
真
は
二
年
生

レ
ー
ス
（
三
人
一
組
鬼
退
治
レ
ー
ス
）

で
す
．

　
午
後
か
ら
は
あ
い
に
く
の
降
雨
で
、

会
場
を
グ
ラ
ン
ド
か
ら
体
育
館
に
移
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ハ

ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
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第
六
回
町
議
会
定
例
会
が
、
先
月
七
日
、
八
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
七
日
は
、
二
氏
が
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
は
条
例
の
改
正
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　
八
日
に
は
、
地
域
休
養
施
設
工
事
請
負
契
約
や
一

般
会
計
補
正
予
算
の
審
議
な
ど
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日

に
は
、
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
も
同
意
さ
れ
、
南
雲

春
雄
氏
が
助
役
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
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地
方
行
政
に
ア
イ
デ
ア
制
度
を

ゆ
上
村
広
治
議
員

町
づ
く
り
は
行
政
だ
け
で
や
る
の
で

は
な
く
、
住
民
と
行
政
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
に
愛
着

を
感
じ
、
行
政
に
依
存
す
る
だ
け
で
な

く
、
進
ん
で
町
づ
く
り
を
考
え
、
参
加

し
行
動
す
る
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
町
民
の
行
政
参
加
と
い
う

考
え
方
か
ら
、
ア
イ
デ
ア
制
度
を
取
り

入
れ
て
み
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
町
民
の
声
を
公
平
に
取
り
入
れ
る
た

め
に
も
、
行
政
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を

積
極
的
に
出
し
て
ゆ
け
る
制
度
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
根
津
町
長

　
ど
こ
の
地
方
自
治
体
で
も
、

立
地
条

件
に
よ
り
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
町
づ

く
り
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
町
で
は
、
モ
デ
ル
事
業
や
新
農
構
を

行
っ
て
い
る
が
、
地
域
住
民
の
声
を
取

り
上
げ
計
画
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

独
特
な
ア
イ
デ
ア
も
行
政
の
中
に
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
町
行
造
林
も
県
外
で
は

他
に
例
を
み
て
い
な
い
。

　
住
民
が
発
想
し
育
て
上
げ
た
も
の
に

は
各
地
区
の
祭
り
が
あ
る
。
国
際
村
、

に
し
き
ご
い

錦
鯉
な
ど
も
住
民
の
熱
意
に
よ
り
成
功

し
て
い
る
。
全
町
的
な
発
想
は
な
か
な

か
難
し
い
が
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
た

め
に
考
え
て
ほ
し
い
。
町
政
ポ
ス
ト
も

気
軽
に
ご
利
用
願
い
た
い
。

　
来
年
度
は
川
西
町
総
合
開
発
計
画
の

第
四
次
五
か
年
計
画
策
定
の
年
に
当
た

る
。
輝
か
し
い
過
去
十
五
年
の
実
績
の

上
に
立
っ
て
、
新
し
い
感
覚
で
将
来
の

展
望
を
求
め
た
い
。
こ
れ
に
は
広
く
町

民
の
各
層
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も

ら
う
こ
と
こ
そ
、
町
民
に
よ
る
町
民
の

た
め
の
総
合
開
発
計
画
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

　
制
度
的
に
は
、
新
し
い
問
題
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
道
危
険
箇
所
の

　
　
　
　
改
修
は

◇
上
村
広
治
議
員

　
町
道
下
平
新
田
三
領
線
の
一
部
は
、

農
用
地
利
用
増
進
特
別
対
策
事
業
で
今

春
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
線

の
開
削
し
た
場
所
の
大
半
は
、
表
土
が

少
な
く
、
あ
と
は
大
小
の
石
と
山
砂
の

よ
う
な
土
の
混
じ
り
合
っ
た
地
層
で
あ

り
、
こ
の
石
が
舗
装
さ
れ
た
道
路
や
測

溝
に
か
な
り
落
ち
て
い
る
。

　
こ
の
道
は
、
三
領
、
小
根
岸
の
小
学

生
の
通
学
道
路
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

側
面
の
石
が
落
ち
、
子
供
に
で
も
当
た

っ
た
ら
と
心
配
し
て
い
る
。

　
強
い
雨
が
降
っ
た
り
、
春
の
雪
消
え

の
こ
ろ
に
は
落
下
す
る
石
で
通
行
人
が

け
が
を
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
な
ん
と
か

早
い
う
ち
に
防
護
網
を
張
る
な
ど
の
処

置
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
ほ
か
の
町
道
な
ど
に
も
危
険
と

思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
と
思
う
が
、
安

全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る

の
か
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

◇
根
津
町
長

　
町
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
関
係
課
で
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
行
っ
て
い
る
。
不
幸
に
し

て
災
害
の
あ
っ
た
場
合
の
対
策
と
し
て
、

保
険
制
度
に
も
加
入
し
て
い
る
。

　
ご
指
摘
の
下
平
新
田
か
ら
一
二
領
に
通

ず
る
道
路
の
落
石
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

地
元
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
要
請
や
陳
情
が

あ
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
危
険
と
思
わ
れ

る
石
を
除
去
し
た
り
、
種
子
の
吹
き
付

け
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
地
元
の
方
々

と
協
議
を
し
て
防
止
策
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
会
計
検
査
が
終
わ

れ
ば
あ
る
程
度
の
改
修
を
計
画
し
た
い
。

巣
鴨
信
用
金
庫
に

　
　
　
　
　
譲
与
し
た
土
地
の
使
用
は

◇
戸
田
専
治
議
員

　
昨
年
の
六
月
定
例
会
で
、
巣
鴨
信
用

金
庫
（
東
京
・
豊
島
区
）
に
対
す
る
町

有
財
産
（
山
林
）
の
譲
与
に
つ
い
て
承
認

議
決
を
し
た
が
、
こ
の
担
保
は
巣
鴨
信

金
が
こ
の
土
地
に
「
保
養
研
修
施
設
」

を
建
設
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
一
年
余
り
た
っ
た

今
日
ま
で
巣
鴨
信
金
で
は
工
事
に
着
手

し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
そ
こ
で
伺
う
。

①
所
有
権
移
転
登
記
に
つ
い
て
。

②
こ
の
土
地
の
譲
与
に
つ
い
て
は
、
川

西
町
発
展
の
一
助
に
も
な
れ
ば
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
着
工
が
遅
れ

て
い
る
事
情
は
何
か
。

③
納
税
管
理
人
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。◇

根
津
町
長

①
登
記
は
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
七
日

に
済
ん
で
い
る
。

②
町
と
し
て
は
、
巣
鴨
信
金
の
休
養
施

設
を
誘
致
す
る
こ
と
は
町
勢
進
展
の
一

助
に
な
る
と
考
え
て
、
中
屋
敷
地
内
の

土
地
を
譲
与
し
た
。

　
巣
鴨
信
金
で
は
、
休
養
施
設
設
計
計

画
の
た
め
、
た
び
た
び
関
係
職
員
を
派

遣
し
て
い
る
。
来
年
度
中
に
は
着
手
す

る
方
針
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

れ
を
期
待
し
て
い
る
。
田
村
理
事
長
や

あ
っ
せ
ん
役
の
当
町
出
身
の
小
林
相
談

役
も
、
町
と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
気
を
使
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
事
業
を
促
進
し
て
も

ら
う
た
め
、
折
衝
を
進
め
て
い
る
。

③
納
税
管
理
人
は
、
小
林
相
談
役
と
の

連
絡
が
と
れ
た
り
、
た
び
た
び
来
町
し

て
く
れ
る
関
係
が
あ
っ
た
り
で
、
今
の

と
こ
ろ
定
め
て
い
な
い
。
い
ろ
い
ろ
検

討
中
で
あ
る
。
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条
例
の
制
定
、

お
り
で
す
。

十
月
一
日
か
ら

大
久
保
先
生
が
同
所
に
開
業

一
部
改
正
は
次
の
と

▽
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

▽
上
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　
こ
の
二
つ
の
条
例
改
正
は
、
給
水
区

域
に
中
子
、
松
葉
沢
、
久
保
ノ
山
を
加

え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

▽
町
立
歯
科
診
療
所
の
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
等
の
廃
止

　
歯
科
診
療
所
は
、
昭
和
四
十
五
年
の

十
月
に
、
上
野
の
旧
富
井
歯
科
医
院
跡

に
開
設
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
五
十
二
年
五

月
に
現
在
の
場
所
に
移
り
、
町
民
の
歯

科
医
療
機
関
と
し
て
、
多
く
の
方
々
か

ら
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
十
月
一
日
か
ら
は
、
大
久
保
先
生
が

町
の
施
設
を
借
り
て
同
所
で
開
業
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
名
称
は

「
川
西
歯
科
川
西
町
診
療
所
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
町
の
皆
さ
ん
の
診

療
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
条
例
の
一

部
改
正

　
委
員
の
人
数
を
三
人
か
ら
四
人
に
し

て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に

上
村
栄
一
氏
を
再
任

　
教
育
委
員
会
委
員
上
村
栄
一
氏
（
下

平
新
田
）
の
任
期
が
九
月
十
五
日
に
満

了
と
な
り
ま
す
が
、
議
会
の
同
意
を
得

て
、
引
き
続
き
四
年
間
の
任
に
就
か
れ

ま
す
。
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の
一
途
を
た
ど
る
人
件
費
対
策
等
々
、

就
任
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
助
役

あ
い
さ
つ

南
　
　
雲
　
　
春

　
　
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
葺
譲

羅　
　
　
薮

1磯

　
こ
の
度
、
図
ら
ず
も
川
西
町
助
役
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る

雄

　
当
面
す
る
町
政
は
、
各
種
公
共
施
設

の
整
備
を
軸
に
、
若
者
が
喜
ん
で
住
ん

で
く
れ
る
町
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
、
順

調
な
展
開
を
続
け
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、

誠
に
ご
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、

地
方
行
政
も
ま
す
ま
す
多
様
化
、
専
門

化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
し
、
財
政

面
で
は
、
景
気
回
復
の
遅
れ
な
ど
か
ら

極
端
な
歳
入
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
膨
張

非
常
に
難
し
い
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。　

私
は
、
平
凡
な
一
介
の
事
務
職
と
し

て
の
、
乏
し
い
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
果
し
て
、
根
津
町
長
の
女
房
役

と
し
て
、
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応
え
で

き
る
か
と
考
え
る
と
き
、
身
の
引
き
締

ま
る
感
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
及
ば
ず
な
が
ら
、
町
勢
伸
展
の
た
め
、

事
を
処
す
る
に
公
正
、
誠
実
を
旨
と
し

　
　
チ
　
ん
し
ん

て
、
渾
身
の
努
力
を
す
る
覚
悟
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
、
ご
指
導
、
ご
懇
情
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

・州～～》》卿邸肺《融》榊！

固
定
資
産
評
価
審
査

　
　
　
委
員
会
委
員
に
は

　
数
藤
信
善
氏
が
再
任
さ
れ
る

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

数
藤
信
善
氏
（
沖
立
）
の
任
期
は
九
月

三
十
日
ま
で
で
し
た
が
、
再
任
さ
れ
て

い
ま
す
。
任
期
は
三
年
で
す
。

鯖
　
　
願

灘
饗
．
繍
難
雛
雛
饗
醗

撫懸罐

灘
蟹
綴
難
鱗
議
饗
㈱
繕
灘

補
正
予
算

▽
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

　
二
千
七
百
七
十
二
万
三
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
九
億
一

千
五
百
七
十
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
普
通
地
方
交

付
税
の
千
九
十
七
万
八
千
円
、
災
害
復

旧
費
県
補
助
金
の
四
百
七
十
七
万
円
、

そ
れ
に
、
林
業
雑
入
（
東
京
電
力
鉄
塔

工
事
関
連
分
）
が
七
百
万
五
千
円
、
と

そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
林
業
費
の
七
百
万
五
千

円
、
災
害
復
旧
費
関
係
の
千
八
十
四
万

九
千
円
の
増
加
が
目
だ
ち
ま
し
た
。

▽
五
十
七
年
度
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
百
二
十
八
万
三
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
七
千
九
百
七
十
四
万
四
千
円
と
し

ま
し
た
。

▽
五
十
七
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　
算
（
第
三
号
）

　
収
益
的
支
出
が
六
十
九
万
五
千
円
、

資
本
的
支
出
が
百
十
二
万
円
追
加
さ
れ

た
こ
と
な
ど
で
す
。

〈
議
会
報
告
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
〉

議会の様子
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r休養施設」工事始まる

パ
室

ロプ
ン

図面平画計
1階372．53㎡

食品庫

機
械
室

32．00m

調理室食
品
庫

休
憩
室

宿
直
室

堂食

管
理
室

女子便所

男子便所

エントラスホール

休養施設本体工事は

機械室

高橋工務店が請け負う

ポーチ

　
地
域
休
養
施
設
建
設
本
体
工
事
は
、

高
橋
工
務
店
が
請
け
負
い
ま
す
。
工
事

期
問
は
、
九
月
十
四
日
か
ら
来
年
の
六

月
四
日
ま
で
で
す
。
請
負
金
額
は
一
億

一
千
百
三
十
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
六

干
二
百
四
十
万
円
で
、
北
栄
建
設
と
日

之
出
屋
金
物
店
水
道
部
の
建
設
共
同
企

業
体
が
請
け
負
い
ま
し
た
。
工
事
期
間

は
、
本
体
工
事
と
同
じ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
休
養
施
設
の
建
設
場
所
は
、
国
道
二

五
二
号
線
松
葉
沢
ダ
ム
の
西
側
で
す
。

風除室

2階355．65m21目）））．））IH

脱衣室　　　　　廊　　　　下

大会議室

脱
衣

湯沸室浴場

中和室 中会議室
口室

物
置大

浴
場

　　T

11．75m

　　丁’

11．00m

3階306．15㎡D．lom
リ
悉
垂

宿泊室 物
置

宿泊室 宿泊室

廊　　　　下

女子便所

宿泊室 宿泊室 宿泊室 宿泊室 宿泊室

男子便所

27．50m

五
十
六
年
度
水
道
事
業
は

三
百
七
十
六
万
円
の
黒
字

▽
五
十
六
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認

　
定〈

収
益
的
収
支
〉

　
営
業
収
益
五
千
四
百
九
十
九
万
三
千

九
百
三
十
一
円
、
営
業
費
用
五
千
二
百

万
六
千
七
十
八
円
で
、
営
業
利
益
が
二

百
九
十
八
万
七
千
八
百
五
十
三
円
で
ま

し
た
。
ま
た
、
営
業
外
収
益
は
千
八
百

二
十
五
万
四
千
百
五
十
四
円
、
営
業
外

費
用
が
千
七
百
四
十
七
万
八
千
三
百
十

三
円
、
差
し
引
き
七
十
七
万
五
千
八
百

四
十
一
円
の
黒
字
で
、
合
計
三
百
七
十

六
万
三
千
六
百
九
十
四
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
十
月
の
料
金
改
正
も

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
資
本
的
収
支
〉

　
二
億
四
千
万
円
の
企
業
債
を
借
り
て
、

千
手
浄
水
場
拡
張
の
た
め
に
二
億
三
千

百
十
五
万
六
千
円
、
中
子
地
区
の
給
水

に
は
二
千
六
百
十
三
万
五
千
円
の
事
業

費
を
投
じ
ま
し
た
。
不
足
分
は
自
己
資

金
を
充
て
て
い
ま
す
。

　
給
水
戸
数
は
千
四
百
二
十
三
戸
、
給

水
人
口
五
干
七
百
十
一
人
、
普
及
率
は

九
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　
千
手
浄
水
場
が
拡
張
さ
れ
、
現
在
の

と
こ
ろ
水
不
足
の
心
配
は
な
く
な
っ
た

よ
う
で
す
が
、
需
用
度
は
ま
す
ま
す
増

え
て
い
き
ま
す
。
節
水
の
心
が
け
が
た

い
せ
つ
で
す
。

選挙管理委員が決まる

　川西町選挙管理委員と補充員の任期が9月

17日に満了するため、8日の議会において選

挙が行われ、次の方々が選ばれました。任期

は4年です。　（敬称略）

当選人

　選挙管理委員　田ロー男（木　落）

　　　　〃　　高橋友義（伊友）

　　　　〃　　　　中条秀雄（岩　瀬）

　　　　〃　　上村信栄（上野）

太田長栄（中央町）

須藤茂一（仁田）

青木二三（田戸）

南雲隆三（三領〉

員充補

〃
　
　
〃
　
　
〃
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臨時行財政調査会が

次答申の第

中質口完

　
川
西
町
臨
時
行
財
政
調
査
会
で
は
、

昨
年
十
二
月
に
第
一
次
答
申
、
今
年
二

月
に
第
二
次
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
第
一
次
答
申
の
補
完
答
申

と
い
う
こ
と
で
、
粟
道
嚢
の
改
善
、

②
学
校
給
食
調
理
施
設
の
統
合
、
の
二

つ
を
ま
と
め
、
先
月
二
十
八
日
に
町
長

へ
答
申
書
を
渡
し
て
い
ま
す
。

議場で答申

灘灘

水
道
事
業
の
改
善

①
現
状
と
間
題
点

　
町
内
の
生
活
用
水
は
、
上
水
道
一
施

設
、
簡
易
水
道
七
施
設
に
よ
っ
て
、
ほ

ぼ
全
域
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

　
水
道
水
源
は
、
深
井
戸
に
よ
り
地
下

水
を
求
め
て
い
る
。
各
施
設
が
独
立
し

て
い
て
相
互
調
整
が
で
き
な
い
。
経
営

努
力
に
よ
っ
て
も
赤
字
（
三
千
八
百
五

十
万
円
余
）
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
会

計
か
ら
多
額
の
繰
り
入
れ
を
求
め
て
い

る
が
、
町
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き

い
。

②
改
善
策

　
将
来
は
、
全
町
を
上
水
道
と
し
て
一

本
化
し
、
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
企

業
的
に
運
営
す
る
。
具
体
的
に
は
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
施
設
か
ら
の
取
水
、
企
業
的

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
、
基
本

料
金
に
よ
っ
て
資
本
費
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
な
料
金
改
訂
な
ど
。

③
将
来
の
展
望

　
清
津
川
ダ
ム
を
水
源
と
し
た
魚
沼
地

域
広
域
水
道
計
画
に
添
っ
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
の
水
源
確
保
に
努
め
る
。

学
校
給
食
調
理
施
設
の
統
合

　
学
校
（
幼
稚
園
、
寄
宿
舎
を
含
む
）

給
食
調
理
施
設
の
整
備
は
、
近
い
将
来

全
町
一
施
設
に
統
合
す
る
こ
と
を
基
本

方
針
と
し
て
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

「
き
ー
ん

ね一ん

年
金
は
世
代
と

弘
ー
〈
1
し

　
∋

世
代
の
助
け
合
い

　
十
月
一
日
か
ら
「
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
」
が
、
全
国
い
っ
せ
い
に

始
ま
り
ま
し
た
。
制
度
に
対
す
る
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
老
後
の
暮
ら
し
の
大
き
な
支
え
と

し
て
頼
ら
れ
て
い
る
公
的
年
金
制
度

は
、
働
く
若
い
人
た
ち
が
み
ん
な
で

お
年
寄
り
を
支
え
る
、
い
わ
ば
世
代

と
世
代
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　
公
的
年
金
制
度
に
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
．
農
業
．
自
営
業
な
ど
、
現
役

の
勤
労
世
代
の
す
べ
て
の
方
々
が
加

入
し
て
お
り
、
そ
の
総
数
は
六
千
万

人
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
千
七
百
万
人
も
の
方

方
が
公
的
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、

今
日
で
は
、
お
年
寄
り
や
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
、
一
家
の
働
き
手
を
失

っ
た
方
々
の
生
活
妻
え
る
大
暮

柱
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
わ
が
国
は
急
速
に
人
口

の
高
齢
化
が
進
み
、
二
十
一
世
紀
に

は
欧
米
に
例
を
み
な
い
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
公
的
年
金
は
、
ま
す
ま
す

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　　福祉年金証書をお渡しします

次により福祉年金証書をお渡しします。

併給されている方には、後日本人あてに通知をします。

I
O
O
O
O
I
I
1
6
6
0
0
－
l
l
‘
ー
O
l
I
I
l
1
9
0
1
9
1
1
1
8
1
1
0
6
1
1
1
8
6
1
6
1
量
1
－
l
1
9
1
1
1
9
9
1
0
1
9
陰
9
0
　
9
1
1
8
書
O
1
9
1
0
9
0
膣
O
I
O
l
I
O

年金額の引き上げ

　老齢年金や障害年金、母子年金などの

物価スライドによる年金額の引き上げ、

それに福祉年金の改善などを盛り込んだ

国民年金法等改正案が8月5日に衆議院

本会議で可決、成立しました。

　これにより、国民年金の拠出年金は8

月分から、また福祉年金は9月分からそ

れぞれ引き上げられました。

　年金額の引き上げ率は、昭和56年度の

全国消費者物価指数（4．0％）が基準と

なっています。

拠出年金
　　　　　　　　　　　　　　　（月額）

給付の種類 現　　行 改　　正

老
齢
年

5年年金 24，367円 25，358円

10年年金 28，625 29，792

25年年金 45，275 47，125

障害年金
1級 56，325 58，625

2級 45，058 46，900

母子・準母子年金 60，058 61，900

遺　　児　　年　　金 45，058 46，900

（月額）福祉年金

給付の種類 現　行 改　正
1
9
1
0
9
0
膣
o
I
o
l
I
o

期日 時　　　間 会　場 対象地区

老齢福祉年金 24，000円 25，100円 10月28日 午前8：30～午後5：00 役場年金係 千　手　地　区

障害福祉年金
1級 36，000 37，700 〃 午前9：00～11：30 上野連絡所 上　　野　　地　　区

2級 24，000 25，100 〃 午後1：00～4：00 橘出張所 橘・白倉地区
母子・準母子福祉年金 31，200 32，700 10月29日 午前9：00～11：30 克雪センター 仙田（白倉を除く）地区
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『
食
糧
管
理
制
度
の
改
正

「
縁
故
米
、
贈
答
米
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
め

　
食
管
法
が
で
き
た
の
は
昭
和
十
七
年
。

食
糧
事
情
の
ひ
っ
迫
し
た
戦
時
中
に
、

食
糧
の
分
配
を
公
平
に
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
法
律
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
時
代

は
大
き
く
変
わ
り
、
実
情
に
合
わ
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
全
般
的
な
制
度
の

見
直
し
を
行
っ
た
「
改
正
食
糧
管
理
制

度
」
は
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
正
さ
れ
た
主
な

点
を
紹
介
し
ま
す
。

O
生
産
者
段
階

・
米
は
全
量
を
農
協
な
ど
の
一
次
集
荷

　
業
者
へ
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格

　
の
な
い
人
に
売
り
渡
す
こ
と
は
禁
じ

　
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
米
の
譲
り
渡
し
の
制
度
が
緩
和
さ
れ
、

ら
れ
ま
　
　
た

　
親
類
縁
者
な
ど
に
米
を
贈
る
、
い
わ

　
ゆ
る
「
縁
故
米
」
が
認
め
ら
れ
ま
し

　
た
。
ま
た
、
玄
米
に
換
算
し
て
、
三

　
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
米
を
有
償
で

　
譲
り
渡
す
こ
と
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
（
政
府
米
、
自
主
流
通
米
と
し
て
出

　
荷
し
た
後
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
売

　
り
渡
す
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

　
ん
）

◇
流
通
段
階

・
集
荷
業
者
制
度
　
一
次
集
荷
業
者

　
（
生
産
者
か
ら
直
接
集
荷
）
、
二
次
集

　
荷
業
者
（
一
次
集
荷
業
者
か
ら
集
荷
）
、

　
特
定
米
穀
集
荷
業
者
（
く
ず
米
、
砕

　
米
等
の
み
の
集
荷
）
の
三
つ
に
区
分

　
さ
れ
ま
し
た
。

・
販
売
業
者
制
度
　
卸
売
業
と
小
売
業

いがし

は
、
三
年
ご
と
に
更
新
す
る
知
事
の

許
可
制
に
な
り
ま
し
た
。

◇
消
費
者
段
階

・
配
給
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
政
府
が
計

　
画
的
に
供
給
す
る
仕
組
み
に
改
め
ら

　
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
米
穀
通

　
帳
」
が
廃
止
さ
れ
、
旅
行
制
度
も
廃

　
止
に
な
り
ま
し
た
。

・
輸
送
制
限
が
解
除
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

　
は
「
米
」
と
し
て
送
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

・
米
の
譲
り
渡
し
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
、

　
親
類
、
知
人
な
ど
に
米
を
贈
る
、
い

　
わ
ゆ
る
「
贈
答
米
」
が
認
め
ら
れ
ま

　
し
た
。
ま
た
、
精
米
で
十
キ
ロ
グ
ラ

　
ム
以
下
を
有
償
で
譲
り
渡
す
こ
と
が

　
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
（
売
り
渡
し

　
も
で
き
ま
す
。
不
特
定
多
数
の
人
に

　
売
る
こ
と
は
無
許
可
販
売
と
し
て
禁

　
じ
ら
れ
て
い
ま
す
）

・
米
販
提
供
業
者
登
録
制
度
が
廃
止
さ

　
れ
ま
し
た
。

触
輪
．
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人
権
擁
護
委
員
に

　
須
藤
茂
一
さ
ん
再
任

　
須
藤
茂
一
さ
ん
（
仁
田
）
は
、
九
月

十
五
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
次
の

問
題
で
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
私
的
制
裁
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の

侵
犯
、
強
制
圧
迫
、
差
別
待
遇
、
生
活

権
の
侵
犯
な
ど
。

　
伊
友
の
高
橋
友
義
さ
ん
も
人
権
擁
護

委
員
で
す
。
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囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

羽
鳥
欣
一
（
木
落
）
、
半
田
リ
ト

（
室
島
）
、
富
井
源
蔵
（
上
野
）
、

高
橋
　
実
（
上
野
）
、
上
原
不
二

（
十
日
町
保
健
所
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
新
潟
県
政
党
史
（
一
九
六
二
）
・

戦
後
の
労
務
賃
金
調
査
（
一
九
四
七
）

・
結
核
死
亡
数
と
死
亡
率
の
年
次
推

移
（
一
九
〇
〇
年
以
後
）
・
盆
の
精

霊
迎
え
と
仏
壇
の
装
飾
・
慈
済
庵
の

記
録
（
一
八
五
四
）

　
川
西
の

　
　
こ
と
わ
ざ

　
そ
の
昔
、
名
も
な
く
貧
し
く
生
き

た
庶
民
は
、
暮
ら
し
の
中
で
ど
ん
な

こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し

て
、
川
西
町
に
残
さ
れ
て
い
る
「
こ

と
わ
ざ
」
の
た
ぐ
い
か
ら
、
世
相
風

刺
や
、
生
き
る
基
本
を
教
え
た
と
思

わ
れ
る
名
言
を
取
り
上
げ
て
み
た
。

　
　
「
タ
ニ
イ
チ
（
谷
一
）
」
。
古
来

仙
田
村
は
渋
海
川
を
は
さ
ん
で
散
在

す
る
十
五
集
落
で
成
り
立
ち
、
そ
の

地
形
か
ら
仙
田
谷
と
呼
ば
れ
た
。
こ

の
谷
に
住
む
人
た
ち
の
中
で
、
親
孝

行
、
大
百
姓
、
金
持
ち
、
稼
ぎ
手
、

日
料
取
り
、
軍
人
、
教
師
、
美
男
、

美
女
、
ス
ポ
ー
ッ
な
ど
、
ど
れ
か
に

優
れ
て
村
で
一
番
の
者
に
「
谷
一
」

の
尊
称
が
与
え
ら
れ
た
。
親
は
子
に
、

「
お
前
も
、
今
に
り
っ
ぱ
な
タ
ニ
イ

チ
に
な
れ
」
と
教
え
諭
し
た
。

　
「
夜
水
引
き
の
子
持
た
ず
」
。
松

葉
沢
の
た
め
池
や
川
西
ダ
ム
が
で
き

る
前
は
、
他
人
に
我
田
引
水
を
さ
れ

な
い
よ
う
に
と
、
毎
夏
、
屈
強
の
若

手
が
夜
水
引
き
に
出
た
。
眠
い
目
を

こ
す
り
、
蚊
に
食
わ
れ
な
が
ら
夜
明

け
ま
で
水
番
を
し
、
家
で
満
足
に
寝

　
　
　
　
ま
れ

る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
日
照
り
の

年
に
は
出
生
率
が
低
下
し
た
と
か
。

　
　
　
　
　
あ
つ
き

　
「
三
領
の
小
豆
洗
い
」
。
小
海
川

が
信
濃
川
に
そ
そ
ぐ
あ
た
り
に
、
夜

な
夜
な
小
豆
洗
い
の
鬼
女
が
出
没
し

た
。
　
「
小
豆
洗
お
う
か
、
人
取
っ
て

食
お
う
か
」
、
と
つ
ぶ
や
き
、
怖
い

顔
し
て
ザ
ル
の
中
の
小
豆
を
洗
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
か
ん
こ
ろ

隠
居
様
の
後
ろ
に
は
「
薬
缶
転
が
し
」

が
出
て
、
深
夜
、
坂
道
を
カ
ラ
ン
コ

ロ
ン
と
う
す
気
味
悪
く
薬
缶
を
転
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随

講　r．諦
難購　灘鱗

繊



1【7】””1””””1”1“”””川ll”””IIll”””””””“”ll”””””1”””Illll川III””181mIIlllI”””””1””Ill””1”1””“IIIl”llI”1””ll広輻かわにし／昭和57年10月10日発行

渡辺孝雄さんが

タンザニアヘ
　　．』南．■1．．陶翰』内●●u●馳一，9・．一■o．．1●9u鱒u9●一．・』・．軸」噺．

一青年海外協力隊員として一

　
渡
辺
孝
雄
さ
ん
（
上
野
）
が
、
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、
十
月
六
日
に

タ
ン
ザ
ニ
ァ
ヘ
旅
立
ち
ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
自
動
車
整
備
士
と
し

て
、
タ
ン
ザ
ニ
ァ
で
二
年
間
、
技
術
指

導
に
当
た
ら
れ
ま
す
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
は
、
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
ヵ
．
中
南
米
な
ど
の
開
発
途
上
国

を
べ
ー
ス
と
し
た
国
際
協
力
活
動
の
場

で
、
自
分
の
能
力
を
生
か
し
て
み
た
い

と
い
う
人
た
ち
が
集
ま
る
、
い
わ
ば

“
人
材
グ
ル
ー
プ
”
な
の
で
す
。

自
　
宅
　
の
　
前
　
で

自
分
を

　
試
し
て
み
た
い

渡
辺
孝
雄
さ
ん
23
歳

　
会
社
の
先
輩
に
協
力
隊
の
O
B
が
い

て
、
彼
の
話
を
聞
き
、
初
め
て
青
年
海

外
協
力
隊
の
こ
と
を
知
っ
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
漠
然
と
ア
フ
リ
ヵ
ヘ

行
き
た
い
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
話

を
聞
き
、
渡
り
に
船
と
ば
か
り
に
応
募

し
た
。
自
分
を
試
し
て
み
る
機
会
に
し

た
い
。

　
訓
練
中
い
ろ
い
ろ
な
人
の
講
義
を
聞

い
て
、
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
の

た
い
せ
つ
さ
、
難
し
さ
を
知
り
、
ひ
と

つ
そ
の
国
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
み
よ

う
と
決
意
し
た
。

　
ぼ
く
の
行
く
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
い
う
国

は
、
東
ア
フ
リ
カ
の
中
部
に
あ
り
、
北

部
に
は
標
高
五
、
八
九
五
メ
ー
ト
ル
の

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
が
そ
び
え
る
。
面
積

は
日
本
の
約
二
・
五
倍
で
、
ス
ワ
ヒ
リ

語
と
英
語
が
話
さ
れ
て
い
る
。
一
次
産

業
が
主
だ
が
、
土
地
は
や
せ
て
お
り
、

進
行
す
る
土
壌
浸
食
が
問
題
で
、
経
済

状
態
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。

　
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
仕
事
は
、
酪
農
公

社
で
ミ
ル
ク
運
搬
車
の
整
備
指
導
、
そ

れ
に
整
備
で
あ
る
。
開
発
途
上
国
は
道

路
事
業
が
悪
い
上
、
車
両
の
点
検
な
ど

は
せ
ず
、
壊
れ
た
ら
直
す
と
い
う
考
え

方
で
使
っ
て
い
る
た
め
、
ひ
ど
い
車
が

多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
部
品
の
入
手

に
も
長
い
期
間
が
か
か
っ
た
り
、
手
に

入
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
自
分
で
既
存

の
部
品
を
加
工
し
て
、
違
う
部
品
を
作

る
こ
と
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

だ
。
日
本
で
の
部
品
の
交
換
に
慣
ら
さ

れ
た
自
分
の
技
術
が
ど
こ
ま
で
通
用
す

る
か
と
い
う
不
安
も
あ
る
が
、
日
本
で

は
覚
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
修
理
方
法

を
覚
え
ら
れ
る
と
い
う
期
待
も
大
き
い
。

　
今
日
の
日
本
で
は
、
適
当
に
働
い
て

い
れ
ば
適
当
な
生
活
が
で
き
る
。
こ
の

こ
と
は
、
人
々
か
ら
感
動
や
挑
戦
す
る

心
を
遠
ざ
け
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

若
さ
を
か
け
る
対
象
が
日
本
に
は
、
あ

ま
り
に
も
少
な
い
と
思
う
。

　
自
分
を
試
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人

は
、
開
発
途
上
国
の
た
め
に
と
は
最
初

か
ら
考
え
ず
、
自
分
の
た
め
に
協
力
隊

に
応
募
し
て
み
る
の
も
よ
い
と
思
う
。

　
二
年
問
の
任
期
を
病
気
や
け
が
な
ど

を
せ
ず
全
う
し
、
無
事
に
帰
っ
て
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

舞蟹雛

随し
た
。
子
供
た
ち
は
、
鬼
女
に
食
わ

れ
、
薬
缶
転
が
し
に
捕
ま
る
こ
と
を

恐
れ
て
良
い
子
に
な
っ
た
。

　
「
コ
イ
ガ
サ
（
越
ケ
沢
）
小
村
で

コ
ッ
ペ
ツ
だ
、
白
倉
コ
ッ
ペ
ツ
」
な

ど
と
い
う
。
コ
ッ
ペ
ツ
と
は
「
こ
ま

し
ゃ
く
れ
て
い
る
」
の
意
味
。
小
差

異
の
原
則
で
小
村
は
そ
れ
だ
け
発
言

が
多
く
、
し
た
が
っ
て
論
議
も
十
分

に
尽
く
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
橘
村

で
は
、
　
「
下
原
を
制
す
る
者
は
や
が

て
橘
を
制
す
」
と
い
わ
れ
た
。

　
「
小
根
岸
こ
っ
気
遣
い
」
。
昔
か

　
だ
ん
な

ら
丹
那
衆
の
多
い
村
で
、
な
ん
と
な

く
つ
き
あ
い
に
く
か
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
村
も
コ
ッ
ペ
ツ
と
い
わ
れ
た
。

　
「
藤
沢
の
芝
居
ビ
ッ
ボ
（
貧
乏
）

　
　
　
　
の

霧
谷
の
酒
呑
み
ビ
ッ
ボ
」
。
藤
沢
は

芝
居
好
き
の
村
で
、
田
植
え
を
し
な

が
ら
親
が
子
に
、
年
長
者
は
後
輩
に

　
　
　
せ
り
ふ

芝
居
の
台
詞
を
教
え
た
。
そ
の
と
き

ケ
し
ル蛙

が
鳴
き
騒
ぐ
と
邪
魔
に
な
り
、
一

匹
残
ら
ず
退
治
す
る
ほ
ど
熱
が
入
っ

た
。
霧
谷
の
衆
は
酒
が
強
か
っ
た
か
。

　
「
チ
ョ
ッ
ケ
の
仁
田
行
き
」
。
ト

　
　
　
　
そ
ニ
つ

ン
ト
キ
（
粗
忽
者
）
の
人
間
が
失
敗

す
る
こ
と
を
指
す
。
仙
田
村
に
、
チ

ヨ
ッ
ヶ
（
長
介
）
と
呼
ば
れ
る
ト
ン

ト
キ
の
若
者
が
い
た
。
あ
る
時
、
丹

那
に
「
仁
田
へ
行
っ
て
来
い
」
と
い

わ
れ
、
用
も
聞
か
ず
に
出
か
け
、
仁

田
へ
着
い
て
か
ら
ハ
テ
困
っ
た
。

　
　
か
わ
へ

　
「
川
辺
の
ガ
ス
取
り
声
」
。
信
濃

川
に
大
洪
水
が
あ
り
、
泥
ん
こ
の
水

が
引
く
と
、
木
の
根
や
切
り
株
な
ど

の
ガ
ス
が
河
原
の
あ
ち
こ
ち
に
た
く

さ
ん
ひ
っ
か
か
っ
て
い
た
。
村
の
衆

は
、
ガ
ス
を
見
つ
け
る
と
大
声
を
張

り
上
げ
て
わ
れ
先
に
と
拾
い
集
め
、

一
家
総
出
で
家
に
運
ん
だ
。
ボ
イ
山

を
持
た
な
い
川
辺
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、
大
水
あ
と
の
ガ
ス
取
り
は
た
い

せ
つ
な
燃
料
を
蓄
え
る
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
　
「
岩
瀬
男
に
室
島
女
」
。
岩
瀬
は

い
い
む
レ
し
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
お
ん
な

色
男
の
、
室
島
は
色
女
の
産
地
だ
と

い
わ
れ
た
。
む
べ
な
る
か
な
、
こ
の

カ
ッ
プ
ル
で
結
ば
れ
た
と
な
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
ろ

だ
れ
も
が
認
め
る
揃
い
の
美
夫
婦
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
「
岩
瀬
メ
ッ
コ
」

と
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
気
に
な
る
。

岩
瀬
に
は
目
の
良
く
な
炉
人
が
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

そ
れ
ゆ
え
に
「
岩
瀬
の
眼
医
者
」
が

繁
昌
し
た
と
い
え
よ
う
か
。

　
「
ア
ン
ゲ
ン
寺
の
十
七
夜
待
ち
」
。

山
王
原
下
の
信
濃
川
べ
り
に
、
ア
ン

ゲ
ン
と
名
の
つ
く
貧
乏
寺
が
存
在
し

た
。
ふ
だ
ん
は
人
も
通
わ
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
け
い

が
、
十
七
夜
だ
け
は
参
詣
人
が
訪
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
せ
ん

て
に
ぎ
わ
い
、
こ
の
日
の
お
賓
銭
で

一
年
の
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
話
、
せ
わ
し
い
現
代
人

に
な
に
か
を
語
り
か
け
て
い
る
よ
う

な
。　

　
　
　
お
願
い

　
こ
と
わ
ざ
を
ご
存
じ
の
方
は
、
編

さ
ん
室
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
薄

謝
を
用
意
し
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

嚢

難鰻鞭麟難瀧講騰灘螺、購麗鱒錨灘轄…鶴灘灘萎灘齢麟灘鑛羅難i
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　台風18号（9月12日）による増

水で、十日町市などでは、信濃川

の堤防が決壊し、たいへんなよう

でした。

　川西町では、被害も比較的少な

くすみ、久しぶりにミ豊作の秋ミ

となりました。

　さわやかな10月には、各地から

スポーツの便りが届けられます。

　ご自身の健康のためにもスポー

ツに親しみましょう。

●

相
崎
幸
子
さ
ん

　
　
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
へ

　
相
崎
幸
子
さ
ん
（
千
手
小
四
年
・
田

中
町
）
が
、
十
二
月
二
十
二
日
、
東
京

・
渋
谷
区
の
東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
る

五
十
七
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

ホ
ー
プ
ス
女
子
の
部
（
小
学
五
年
生
以

下
）
に
新
潟
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
相
崎
さ
ん
は
、
八
月
七
日
に
十
日
町

市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
新
潟
県
ガ
デ

ッ
ト
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
十
日
町
市
中

魚
沼
郡
予
選
で
優
勝
し
て
、
九
月
五
日

の
新
潟
市
体
育
館
で
の
県
大
会
へ
出
場

し
、
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
練
習
を
し
て
、
一
回
戦
は
ぜ
ひ
勝

ち
た
い
」
。
こ
れ
が
抱
負
で
し
た
。

　
「
川
西
町
で
は
、
卓
球
の
レ
ベ
ル
は

高
い
も
の
の
、
小
学
生
以
下
の
層
が
薄

く
、
こ
の
層
を
増
や
し
、
指
導
す
る
こ

と
が
課
題
で
す
」
。
と
渡
辺
卓
球
協
会

会
長
の
お
話
で
し
た
。

渋
海
社
の

　
　
　
十
五
夜
祭
り

渋
海
社
は
、
中
仙
田
の
川
東
地
区
に

あ
り
ま
す
。

ア塗／皇＞夕＞履，、

　感　　艶、．．　，嚇r・　布『［譲鞠徽磨、、

額たも出品しませ妨

　川西町美術協会では、第8回ア

ンデパンダン展を次の要領で開き
ます。

　お気軽に参加ください。

》期日　11月6日（土）

　　　午前9時～午後8時
　　　7日（日）

　　　午前9時～午後4時
1〉会場　総合センター

》作品　点数に制限はありません．

　　　これまでに発表された作

　　　品でも結構です．絵画・

　　　書道・写真の三部門があ

　　　ります．

》出品料　1点につき一一般は500

　　　円．会員は300円．中・

　　　高校生300円
》搬入　11月4日（木）午前9時

　　　から午後7時までに総合

　　　センターヘ
》搬出　11月7日（日）午後4時

　　　～午後5時．8日　（月）

　　　午前9時～午後5時
1〉事務局　川西高校（88－3660）

　　　アンデパンダン展係

　
九
月
十
五
日
、
境
内
は
「
十
五
夜
祭

り
」
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
復
活
し
て
今
年
で
二
年
目
で
す
が
、

す
っ
か
り
地
区
の
祭
り
と
し
て
定
着
し

た
感
が
あ
り
ま
す
。
　
「
親
子
も
ち
つ
き

大
会
」
　
「
ほ
の
ぼ
の
芸
能
大
会
」
、
趣

向
を
こ
ら
し
た
祭
り
は
、
夜
十
時
ご
ろ

ま
で
続
き
ま
し
た
。
　
〔
写
真
は
芸
能
大

会
の
様
子
、
手
製
の
月
も
出
て
い
ま
す
〕

川西小唄「そろっているでしょう」

小
学
校
の

　
　
親
善
陸
上
大
会

先
月
二
十
四
日
、
川
西
中
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
で
は
、
町
内
の
五
、
六
年
生
に

よ
る
小
学
校
の
親
善
陸
上
大
会
が
開
か

れ
て
い
ま
し
た
。

大
会
記
録
も
い
く
つ
か
出
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

婦
人
大
会

　
第
二
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

婦
人
大
会
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
秋
の
一
日
を
手
軽
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

◇
日
時
十
月
二
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま

　
　
　
　
で

◇
総
合
体
育
館
と
川
西
中
学
校

◇
参
加
資
格
　
川
西
町
民
既
婚
婦
人
に

　
　
　
　
限
る

◇
競
技
方
法
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
ト
ー
ナ
メ

　
　
　
　
ン
ト
方
式

◇
申
込
先
　
申
込
用
紙
に
よ
り
教
育
委

　
　
　
　
員
会
社
会
教
育
課
へ

◇
申
込
締
切
　
十
月
十
五
日
（
金
）

◇
詳
細
は
、
社
会
教
育
課
（
魯
八
－
二

一
六
七
　
有
線
五
五
八
六
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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川西町体育協会
9じ

．．

D

　
）

、
｝
る
ヤ
V
レ
乙

　
　
4

　
川
西
町
体
育
協
会
《
（
宮
啓
一
会
長
）
が
優
良
社

会
体
育
団
体
と
し
て
、
十
月
一
日
に
東
京
九
段
の

東
久
去
茨
館
で
、
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
体
育
協
会
は
、
　
「
町
民
皆
ス
ポ
ー
ッ
」
の
基
礎

を
確
立
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
町
民
の
健
康
、

体
力
増
進
の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
五
十
六

年
度
中
の
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
七
年

で
す
。
結
成
当
時
は
七
単
協
・
四
亘
二
十
人
の
会

員
数
で
し
た
が
、
現
在
は
各
地
区
の
振
興
会
も
加

わ
り
、
十
七
単
協
・
六
千
七
百
人
余
り
の
構
成
員

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
知
し
こ
2
フ
と
こ
7
、
ノ

赤
谷
の
釣
り
場

左
か
ら
町
長
、

帖
㌶
，
．
．
9
、
●

赤
谷
高
橋
与
平
さ
ん

　
今
か
ら
七
、
八
百
年
も
前
、
仙
田
谷

と
い
わ
れ
た
当
時
の
渋
海
川
の
流
れ
は

た
い
へ
ん
清
ら
か
で
、
鮎
（
あ
ゆ
）
も

た
く
さ
ん
住
ん
で
い
た
。
豊
漁
を
楽
し

熱

　騨

”
頸藁　

鍵
　
難

み
な
が
ら
、
食
糧
と
し
て
も
欠
か
せ
な

い
も
の
だ
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
が
、
世
の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ

て
農
薬
が
使
用
さ
れ
た
り
、
不
用
物
が

　
　
　
　
川
に
流
さ
れ
た
り
で
、
汚

　
　
　
　
染
が
広
が
っ
て
き
た
。
最

　
　
　
　
近
は
ゴ
、
・
・
処
理
な
ど
が
徹

　
　
　
　
底
し
、
渋
海
川
の
流
れ
は

　
　
　
　
元
の
姿
に
戻
っ
た
感
じ
で

　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
昭
和
三
十
九
年
、
赤
谷

　
　
　
　
の
渋
海
川
に
は
鉄
筋
コ
ン

　
　
　
　
ク
リ
ー
ト
の
橋
が
か
か
っ

　
　
　
　
た
。
そ
れ
か
ら
、
橋
の
周

　
　
　
　
辺
の
環
境
が
一
変
し
た
の

欝
灘

か
、

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
あ
る
太
公
望
の
話
で
は
、
　
「
こ
の
場

所
で
釣
り
上
げ
た
魚
は
、
鮎
、
鯉
（
こ

い
）
、
は
や
な
ど
で
あ
り
、
魚
の
躍
動

す
る
夕
暮
れ
ど
き
か
ら
夕
食
後
ま
で
が

特
に
釣
れ
る
」
。
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
た
の
で

参
考
の
た
め
に
紹
介
し
た
い
。
　
「
橋
上

の
中
央
、
さ
お
は
適
当
、
太
め
の
糸
、

え
さ
は
生
き
た
青
が
え
る
、
ま
た
は
生

き
た
み
み
ず
、
お
も
し
や
浮
き
も
必
要
」
。

　
用
意
万
端
整
え
、
太
公
望
は
い
ざ
だ

い
ご
味
の
出
漁
。
二
時
間
ほ
ど
で
総

（
な
ま
ず
と
匹
を
も
の
に
し
た
。
長
さ

は
三
十
セ
ン
チ
の
大
物
で
あ
る
。
輪
の

味
は
鮎
に
そ
っ
く
り
だ
っ
た
と
か
。

　
川
西
町
商
工
会
仙
田
支
部
で
は
、
年

一
回
、
仙
田
開
発
振
興
会
と
の
共
催
で

渋
海
川
魚
釣
り
大
会
を
行
っ
て
い
る
。

赤
谷
橋
の
上
に
も
数
人
が
居
並
ぶ
。

　
　
宮
会
長
、
渡
辺
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
。
一
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
そ
じ

こ
の
付
近
で
た
い
へ
ん
魚
が
釣
れ
　
．
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
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物価安定

協力運動
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町商工会加盟店が参加

　
“
街
ぐ
る
み
　
み
ん
な
が
つ
く
る

く
ら
し
の
輪
”
　
　
を
キ
ャ
ッ
チ
・
フ

レ
ー
ズ
に
、
小
売
店
が
自
ら
選
ん
だ
商

品
に
つ
い
て
値
段
を
据
え
置
い
た
り
、

割
り
引
い
て
販
売
す
る
「
物
価
安
定
協

力
運
動
」
が
全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
商
工
会
加
盟
の
各
商
店
（
百

三
十
店
）
で
も
、
生
活
物
資
の
自
主
的

な
価
格
の
据
え
置
き
運
動
を
十
月
一
日

か
ら
十
二
月
末
日
ま
で
続
け
る
こ
と
に
…

な
り
ま
し
た
。
目
印
は
、
図
の
よ
う
な
　
㎜

ス
テ
ッ
カ
ー
の
店
で
す
。

「
く
ら
し
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
」

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に

　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
「
く

ら
し
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
日
ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
な
じ
み
が
な

い
、
と
い
う
方
も
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

み
ん
な
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
　
十
一
月
七
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

◇
会
場
　
総
合
体
育
館

◇
種
目
　
男
子
四
人
以
内
女
子
五
人
以

　
　
　
　
上
の
九
人
制
、
初
心
者
を
対

　
　
　
　
象
（
郡
市
大
会
に
出
場
し
た

　
　
　
　
男
子
は
三
人
以
内
）
と
す
る

◇
参
加
資
格
　
川
西
町
民
ま
た
は
川
西

　
　
　
　
町
に
勤
務
す
る
人

◇
申
込
方
法
　
十
一
月
四
日
ま
で
に
申

　
　
　
　
込
書
を
教
育
委
員
会
社
会
教

　
　
　
　
育
課
に
提
出
す
る
。

ガソリンスタンド

日曜休業します

　揮発油販売業法の一部改正によ

って、10月からガソリンスタンド

の日曜休業が行われていますので

ご協力ください。

　やむを得ず日曜日に給油をしな

ければならないときは、各ガソリ

ンスタンドの案内表示などを確認

のうえ、特例として認められてい

る輪番制や振替制などにより営業

をしている店で給油してください。

　日曜日以外の休日については、

当分の間、新潟県では営業が認め

られています。



””“””広報かわにし／昭和57年10月10日発行”1””””1””””lll””””””1”III魯”””””1”””IIll””1””II””1””11”””1””1””1”IIII””””Illll”“1”””””1””1””1”””I 　PO】II”””1”

答嘉葵，

灘
繕
ぎ
，
ー
．
慧
多
ヲ
謝

鰻
行
政
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

、
鍾
’
噂

、
鰐
，
、
刷
、
・
隙
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
，
鰯
、
・
、

　
あ
な
た
の
生
活
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
、
そ
れ
が
行
政
相
談
業
務
で
す
。

あ
な
た
が
持
っ
て
い
る
行
政
へ
の
苦
情

や
要
望
を
聞
き
、
解
決
を
図
っ
て
く
れ

る
の
が
行
政
相
談
員
で
す
。

今
年
も
「
親
切
、
て
い
ね
い
、
迅
速

　
日
ご
と
に
寒
く
な
り
、
暖
房
器
具
な

ど
の
使
用
が
加
わ
り
、
火
災
の
多
い
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。

　
新
潟
県
で
は
全
国
に
先
が
け
て
、
十

月
二
十
六
日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
の

一
週
間
、
各
市
町
村
い
っ
せ
い
に
秋
季

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
消
防
職
員
、
消
防
団
員
が

火
の
元
の
検
査
に
伺
い
ま
す
。

　
「
火
の
用
心
　
心
で
用
心
　
目
で
用

心
」

　
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
〃
”

な
窓
口
を
目
ざ
し
て
」
の
統
一
テ
ー
マ

の
下
に
、
十
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
の
一
週
間
を
行
政
相
談
週
間
と
し

て
、
各
地
で
臨
時
の
行
政
相
談
所
な
ど

が
開
か
れ
ま
す
。

　
川
西
町
で
は
、
次
に
よ
り
行
政
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
道
路
・
河
川
・

環
境
衛
生
・
年
金
保
険
・
交
通
安
全
な

ど
、
行
政
へ
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
は
、
行
政
相
談
員
の
富
井
源

蔵
さ
ん
が
応
じ
ら
れ
ま
す
。

＊
10
月
17
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

＊
10
月
20
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

＊
10
月
2
3
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
i

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら

三
時
ま
で
で
す
。

危険物取扱者
　　　試験を実施

　県では、次により危険物取扱者

試験を実施します。

囹試験の種類

・乙種危険物取扱者試験（全類）

・丙種危険物取扱者試験

囹試験期日

　11月14日（日）

回試験場所

　長岡市．小千谷市．三条市

回受験資格

・乙種危険物取扱者試験

　製造所などで危険物取扱いの

　実務経験6か月以上有する人

・丙種危険物取扱者試験

　学歴、実務経験などは問いません

囹試験についての問い合わせ

　十日町地域消防本部予防課（8

　02575－7－1555）．川西分遣所

　（費8－2075有線2150）へ

危険物取扱者試験の

　　　準備講習会
囹期日・会場

・10月26～27日　長岡市長岡自

治会館

・11月1日～2日　塩沢町南魚沼

　高等職業訓練校

囹講習対象

　乙種第4類の試験受験者

回受講料

　危険物協会員3，000円非協会員

　4，500円

回申し込み先

　〔長岡〕　長岡市大島新町4丁

　目大島運輸内　長岡地区支会

　〔塩沢〕　魚沼消防本部内　南

魚沼地区支会

　講習日の14日前から7日前まで

　に申し込んでください。塩沢会

　場については十日町消防本部予

　防課で受け付けます

わ
し
の

　
　
　
　
　
自
一
陵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籠
“
猶
潮
悠
讐
一
の
“
幽
螺
惚
聯
鐸
巖
惚

た
わ
わ
に
実
っ
た

「
ひ
め
り
ん
ご
」

仁
田中

川
喜
平
治
さ
ん

　
「
今
年
は
な
り
年
で
し
て
ね
エ
」

　
中
川
さ
ん
は
、
庭
先
の
り
ん
ご
の

木
を
な
が
め
、
ご
満
悦
の
様
子
で
あ

っ
た
。

　
赤
く
色
づ
き
始
め
た
ひ
め
り
ん
ご

は
、
枝
に
び
っ
し
り
と
な
っ
て
い
た
。

　
「
な
り
過
ぎ
て
一
枝
折
れ
た
の
を

数
え
て
み
た
ら
、
四
百
ほ
ど
あ
り
ま

し
た
。
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
枝
で

し
た
が
ね
エ
」

　
ひ
め
り
ん
ご
の
苗
は
、
会
社
の
先

輩
か
ら
い
た
だ
い
た
そ
う
だ
。

　
「
松
代
の
人
で
し
て
ね
エ
。
七
十

七
歳
ま
で
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
八

年
前
に
退
職
す
る
と
き
、
記
念
に
植

え
て
ほ
し
い
、
と
二
本
譲
っ
て
く
れ

ま
し
た
」

　
そ
の
う
ち
の
一
本
が
、
大
き
く
育

っ
た
の
で
あ
る
。
約
四
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
高
さ
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
仕
事
の
関
係
で
あ
ち
こ
ち
行
く

「
な
り
年
で
す
」
と
中
川
さ
ん

が
、
こ
の
よ
う
な
木
は
あ
ま
り
見
か

け
ま
せ
ん
ね
エ
。
盆
栽
は
あ
り
ま
す

が
」

直
径
ニ
セ
ン
チ
余
り
の
実
を
一
つ

い
た
だ
い
て
み
た
。
ち
ょ
っ
と
渋
み

が
あ
る
が
、
正
し
く
り
ん
ご
の
味
が

し
た
。

　
「
霜
が
降
り
る
こ
ろ
に
な
る
と
、

真
っ
赤
に
な
り
、
な
か
な
か
い
い
味

に
な
る
ん
で
す
よ
」

　
近
所
の
子
供
た
ち
も
楽
し
み
に
待

っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
直
接
の
管
理
は
奥
さ
ん
が
や
っ
て

い
る
ら
し
い
。

　
「
肥
や
し
は
春
に
配
合
を
少
々
。

夏
に
は
害
虫
の
消
毒
が
た
い
へ
ん
で

す
」
。
と
奥
さ
ん
の
話
。

　
「
囲
い
だ
け
は
私
が
や
り
ま
す
。

ト
ゲ
が
あ
る
の
で
苦
労
し
ま
す
よ
」

　
今
年
は
、
り
ん
ご
酒
を
作
り
、
家

族
だ
ん
ら
ん
の
場
に
出
さ
れ
る
模
様
。
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広
域
消
防
の

　
　
職
員
募
集

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、

次
に
よ
り
消
防
職
員
（
消
防
士
）
を
一

名
募
集
し
ま
す
。
（
採
用
は
来
年
四
月
）

○
受
験
資
格

　
高
校
卒
業
者
（
来
春
卒
業
予
定
者
を

　
含
む
）
で
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日

　
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
、
地
域
内
に

住
む
こ
と
や
体
格
の
制
限
も
あ
り

○
試
験
日

第
一
次
ー
十
一
月
六
日
、
第
二
次
ー

十
一
月
下
旬

○
申
込
方
法

受
験
申
込
書
（
用
紙
は
川
西
分
遣
所

に
も
あ
り
）
に
成
績
証
明
書
を
添
え
、

十
月
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の

間
に
消
防
本
部
に
提
出

※
詳
し
く
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部

総
務
課
（
a
O
二
五
七
五
－
七
－
一
五

五
五
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

や
さ
し
さ
を
隣
人
に

　
あ
な
た
の
胸
に
赤
い
羽
根
を

十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
根
の
共
同

募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
や
さ
し
さ
と

助
け
合
い
の
心
1
そ
れ
が
赤
い
羽
根

　r地場産業振興センター（クロ

ス10十日町）」では、次により職

員募集をします。

圃職種と人員

○一般事務および施設担当職員

　男子3人・女子1人
○事業担当職員

　男子2人・女子臨時雇用3人

囹受験資格

○一般事務職員　高等学校以上の

　卒業者（来春卒業見込者も含む）

　で昭和22年4月2日以降に生ま

　れた人

「クロス10十日町」で

職員募集
○施設担当職員　高卒以上で昭和

　12年4月2日以降に生まれた人
○事業担当職員　高卒以上で昭和

　22年4月2日以降に生まれた人
囹試験期日

○第1次試験　10月23日（土）

○第2次試験　11月上旬

囹受付期限10月15日（消印有効〉

　までに所定の申込書による。申

　込書はセンター事務局か十日町

　公共職業安定所で

囹問い合わせ十日町市役所内

　十日町地域地場産業振興センタ

　ー事務局（魯02575－7－3111

　内線282）へ

十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校

　
5
8
年
度
訓
練
生
の
募
集

⇔
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
ー
工
芸
織
物
科

　
ツ
ク
ル

⇔
創
造
よ
ろ
こ
び
を
！
　
今
あ
な
た
に

　
　
　
　
ー
染
色
工
芸
科

⇔
あ
な
た
を
さ
そ
う
パ
タ
ー
ン
の
世
界

　
　
　
　
ー
デ
ザ
イ
ン
科

◎
応
募
手
続

⇔
応
募
資
格

・
高
校
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
を

含
む
）
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
程
度
の

学
刀
を
有
す
る
人
で
、
色
覚
が
特
に

問
題
が
な
け
れ
ば
ど
な
た
で
も

デザイン科の実習

⇔
応
募
方
法

・
新
卒
者
（
五
十
七
年
度
卒
業
見
込
）

は
、
①
入
校
願
書
　
②
応
募
書
類
そ

の
二
　
③
応
募
者
調
査
票
を

・
既
卒
者
は
、
①
入
校
願
書
　
②
成
績

．
証
明
書
　
③
健
康
診
断
書
（
六
か
月

以
内
の
も
の
）
を

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
提
出

◎
入
校
選
考

・
日
時
十
月
二
十
九
日
　
午
後
一
時

か
ら

・
場
所
　
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校

　
（
学
校
町
）

・
科
目
　
現
代
国
語
、
数
学
1
、
面
接

⇔
詳
し
く
は
、
訓
練
校
（
魯
〇
二
五
七

五
－
七
－
一
一
〇
五
）
へ

　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　9　　　　　　　　一　　　　　　　・　　　　　　　．　　　　　　　・　　　　　　　o　　　　　　　－　　　　　　o　　　　　　o　　　　　　●　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　，　　　　o　　　　の　　　　，　　　　，　　　一　　　●　　　・　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　り　一　一　・
一〇〇一

魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
で
も

○
募
集
訓
練
科

．
測
量
科
　
二
十
人
　
・
電
気
施
設
科

　
二
十
人
　
・
建
築
科
　
二
十
人
　
・

左
官
科
　
二
十
人

○
応
募
資
格

・
測
量
科
・
電
気
施
設
科
　
お
お
む
ね

三
十
歳
ま
で
の
高
校
卒
業
者

．
建
築
科
・
左
官
科
中
学
校
ま
た
は

高
校
卒
業
者
（
来
春
見
込
者
含
む
）

○
願
書
受
付

・
測
量
科
・
電
気
施
設
科
十
月
二
十

日
ま
で

・
建
築
科
・
左
官
科
　
十
一
月
一
日
か

ら
十
一
月
十
五
日
ま
で

○
選
考
日

・
測
量
科
・
電
気
施
設
科
　
十
月
二
十

九
日

・
建
築
科
・
左
官
科
　
十
一
月
二
十
六

日
※
詳
し
く
は
、
訓
練
校
（
費
〇
二
五
七

九
四
ー
二
四
一
〇
・
二
四
二
）
へ

犬・ねこのことは

　センターヘ
　魚沼動物保護管理センター（小

出保健所内）ができました。

　狂犬病予防業務をはじめ、飼犬、

飼ねこの引き取り、野犬の捕獲、

放し飼い犬の取り締まり、苦情処

理などに関することを10月1日か

ら行っています。

　これにより、十日町保健所では

受付窓口だけで原則的には取り扱

わなくなりました。

飼犬・飼ねこの引き取り

◎受付　役場健康管理室

＊引き取り申請書の配布、記入

指導をします。

◎引き取り

＊毎週木曜日午前9時から11時

まで十日町保健所で行います。

＊引き取り申請書のないものは

受け付けません。

＊指定日時、場所以外は引き取

りません。

＊緊急の場合は、直接センター

ヘ連絡して指示に従ってくださ

い。（802579－2－1145）

犬の苦情相談
◎苦情受付

＊十日町保健所環境衛生課（盈

02575－7－2400）

＊役場健康管理室

◎苦情処理

　毎週1回魚沼動物保護管理セ

ンターの職員が各市町村を巡回

し、苦情処理と取り締まりを行

います。
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お酒を楽しく飲むために

一適正飲酒相談会一

　
お
酒
は
楽
し
く
飲
み
た
い
も
の
で
す
。

　
お
酒
で
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、

次
に
よ
り
相
談
会
を
開
き
ま
す
。
本
人
、

家
族
の
方
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。
お

気
軽
に
相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
と
き
　
十
月
二
十
六
日
　
午
後
一
時

　
　
　
　
三
十
分
か
ら
三
時
ま
で

○
と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
室

○
相
談
員
　
十
日
町
保
健
所
相
談
員
ほ

　
　
　
　
か

一★
言周王里自而言式馬食

○日時　12月1日（水）

　　　　午後1時から3時40分

　　　　まで

○場所　六日町

○科目　衛生法規ほか5科目

○受験資格　厚生省令の定める

　　　　施設または営業で2年

　　　　以上の経験のある人

　　○願書提出　10月18日から21日

　　　　　　までは午前9時から午

　　　　　後5時まで、22日は午

　　　　　後3時までに住所地を

　　　　　管轄する保健所へ

　　※受験願書は十日町保健所にあ

　　ります。問い合わせは保健所か

　　役場健康管理室へどうぞ。
’、＿＿齢撚購、．

子
宮
ガ
ン
検
診

ゆ
・
り
あ
い
・
万

今
年
は
あ
と
二
回

冬
期
間
は
降
雪
に
よ
り
献
血
車
の
運

行
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

れ
か
ら
の
期
間
は
冬
期
に
備
え
て
採
血

回
数
を
増
や
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

川西高校生の献血（9／17）

す
。　

川
西
町
へ
は
、
次
の
日
程
で
献
血
車

ゆ
う
あ
い
号
が
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
十
月
二
十
一
日
（
木
）

克
雪
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

◎
十
一
月
二
日
（
火
）

　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　
（
昼
休
み
中
に
は
ご
遠
慮
を
）

住
民
検
診

必
ず
お
受
け
く
だ
さ
い

　
春
、
都
合
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

を
対
象
に
循
環
器
結
核
検
診
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
時
間
厳
守
の
う
え
必

ず
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
検
診
は
結
核
予
防
法
に
基
づ
く

も
の
で
、
対
象
は
十
五
歳
以
上
の
人
全

員
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
人
は
除
き
ま
す
。

①
今
年
す
で
に
検
診
を
受
け
た
人

②
以
前
結
核
に
か
か
っ
た
人
で
、
現
在

　
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
い
る
人

③
妊
婦
、
学
生
、
職
場
検
診
を
行
う
事

　
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人

住民検診日程表
月　日 時　　　間 会　場 対象地区

10月18日

午前9：00～10：00 上野連絡所 上　　　野

〃10：30～11：30 橘出張所 橘

午後1：00～2：00 克雪センター 仙　　　田

〃　2：30～3：30 総合センター 千　　手

　
子
宮
ガ
ン
は
女
性
の
ガ
ン
死
亡
の
中

で
胃
ガ
ン
に
次
ぎ
多
い
病
気
で
す
。

　
町
で
は
次
に
よ
り
子
宮
ガ
ン
検
診
を

行
い
ま
す
。
集
団
検
診
を
受
け
早
期
発

見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

子宮ガン検診日程表

期　日 受付時間 会　場 対象地区

10月14日 午前9：00～10：00 橘出張所 橘地区
〃 午後1：00～2：00 克雪センター 仙田地区

10月15日 午前9：00～10：00 総合センター 千手地区

〃 午後1：00～2：00 上野連絡所 上野地区

◎検診料は1．000円です。当日ご持参ください。

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の

予
防
接
種

　
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
受
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
対
象
者

・
五
十
五
年
五
月
十
六
日
か
ら
五
十
六

　
年
五
月
八
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

　
人

・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
三
歳
ま
で

　
の
人

・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
三
歳
か
ら

　
六
歳
ま
で
の
人
で
接
種
を
希
望
す
る

　
人

◎
料
金

　
千
二
百
円
（
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

麻しん（はしか）予防接種日程表

期　日 集合時間 会　　　場

11月9日 午後　2：00まで 克雪センター

10日 ”　1：10まで 総合センター

11日 〃　　2：00まで 橘　出　張　所

12日 〃　1：30まで 母子センター
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皇思
姜
目

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付

※
山
岸
藤
一
郎
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
二

　
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
村
山
勇
太
郎
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら

　
三
万
円

※
中
島
忠
一
さ
ん
（
下
平
新
田
）
か
ら

　
一
一
万
円

※
中
村
勝
さ
ん
（
坪
山
）
か
ら
一
二
万
円

※
木
島
町
に
お
住
い
の
方
か
ら
匿
名
で

　
一
万
円

※
東
京
・
新
宿
区
に
お
住
い
の
田
中
武

　
治
さ
ん
か
ら
ハ
ン
ド
グ
リ
ッ
プ
五
個

・
お
年
寄
り
の
健
康
増
進
の
た
め
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
、
月
見
荘
に
備
え
付

け
ま
す
。

　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　
　　　　　　　き

　　　　舞　　　　　　

　　民俗資料
・小川清次さん（下平新田）から、

和楽桟1台、道具ぞり2台

一停電の　｛頃
　　　　わ肇oうせ
　●10月21日　（木）／午前9

　　時30分から午後0時30分
　　まで、中仙田の一部．
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晴
内
謬

蕊超＼　
　
　
も
覧
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
　
l
l
亀
、
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
、

　
　
8
ー
覧
監
、
、

　
仙
田
小
学
校
は
、
昭
和
五
十
五
年
度

か
ら
、
文
部
省
の
「
体
力
つ
く
り
推
進

校
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
一
二
年
、
　
「
健
康
で
た
く
ま

し
い
児
童
の
育
成
」
を
目
ざ
し
、
実
践

※
退
職
／
九
月
三
十
日
付

歯
科
診
療
所
長
・
大
久
保
義
信
、
歯
科

診
療
所
・
長
津
タ
ミ
子
、
総
務
課
付
・

佐
藤
稔

※
配
置
換
え
等
／
十
月
一
日
付

企
画
室
長
・
田
口
一
朗
（
建
設
課
長
兼

企
業
室
長
）
、
建
設
課
長
兼
企
業
室
長

・
高
橋
良
平
（
議
会
事
務
局
長
）
、
議

会
事
務
局
長
・
須
藤
秀
雄
（
産
業
課
参

事兼課

長
補
佐
）
、
産
業
課
長
補
佐
兼

農
村
総
合
整
備
係
長
・
高
橋
英
雄
（
産

業
課
副
参
事
兼
農
村
総
合
整
備
係
長
）
、

総
合
セ
ン
タ
ー
・
丸
山
カ
ッ
子
（
歯
科

診
療
所
）

※
兼
務
辞
令
　
教
育
委
員
会
委
任

歴
史
民
俗
資
料
館
長
〈
町
史
編
さ
ん
室

長
〉
・
金
子
幸
作

※
採
用
／
十
月
一
日
付

税
務
課
・
茂
野
耕
太
郎
、
町
史
編
さ
ん

室
・
高
橋
孝
子
、
産
業
課
・
村
山
一
男
、

健
康
管
理
室
・
宮
正
朗
、
教
委
社
会
教

育
課
・
中
村
亨

町
史
編
さ
ん
室
が

　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
移
転

　
町
史
編
さ
ん
室
が
、
十
月
十
三
日
に

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
歴
史
民
俗
資
料
館

（
伊
友
）
に
移
転
し
ま
す
。
　
（
8
八
－

二
一
二
八
　
有
線
三
〇
九
四
）

．
一
三
…
一
｛
…
～
一
峯
～
一
一
。
…
一
三
一
一
～
三
一
三
三
…
一
ξ
一
葦
。
三
印
…
。
一
…
…
ξ
9
喜
ξ
，
。
…
9
一
…
一
一
一
～
…
一
一
葦
毫
…
一
…
一
一
一
一
一
。
三
一
一
」
三
一
三
一
三
一
…
ξ
㌔
～
騨
構
一
…
。
三
一
3
一
ミ
一
三
．
三
｛
一
…
一
三
＝
一
一
ξ
一
一
…
一
三
…
。
三
…
3
三
…
一
一
一
一
亀
～
三
一
…
一
…
一
一
一
～
…
一
…
一
…
。
一
。
3
5

仙
田
小
学
校
で

『
体
力
つ
く
り
発
表
会
』

たまには失敗も一輪車

活
動
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
、

十
月
十
四
日
に
新
潟
市
で
、
日
本
学
校

体
育
研
究
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
十
月
一
日
に
、
仙
田
小
学
校
で
は

「
体
力
つ
く
り
実
践
研
究
発
表
会
」
を
開

き
ま
し
た
。
県
内
の
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
先
生
方
は
約
二
百
人
、
遠
く
は
奈
良

県
か
ら
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

・
　
当
日
は
、
全
校
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
朝

マ
ラ
ソ
ン
、
体
育
授
業
な
ど
も
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
全
校
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
は
先
生
方
も
加
わ
り
、
　
「
ひ
っ

つ
き
む
し
く
っ
つ
き
む
し
」
、
　
「
ア
ル

プ
ス
一
万
尺
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ
せ

た
ダ
ン
ス
」
を
児
童
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
研
究
報
告
で
は
、
ま
ず
、
尾
身
先
生

か
ら
研
究
の
概
要
と
経
過
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
　
「
か
つ
て
は
、
豪
雪
山
間
地

に
学
ぶ
児
童
は
精
神
的
、
肉
体
的
に
も

た
く
ま
し
さ
を
備
え
て
い
た
が
、
時
代

の
推
移
に
よ
っ
て
体
位
は
向
上
し
た
も

の
の
、
心
身
の
ひ
弱
さ
が
目
だ
ち
、
精

神
力
や
基
礎
体
力
も
劣
っ
て
き
た
。
当

校
の
児
童
の
実
情
も
例
外
で
は
な
く
、

こ
の
現
状
か
ら
離
脱
し
、
将
来
を
指
向

し
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
能
力
、
お
う

盛
な
生
活
力
を
持
つ
児
童
の
育
成
の
た

め
、
体
力
つ
く
り
を
行
っ
て
き
た
」
。

と
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
桑
原
先
生
は
、
　
「
目
当
て
を

持
っ
て
体
力
つ
く
り
に
励
む
子
供
」
と

い
う
こ
と
で
実
践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

「
全
校
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
は
じ
め
、
特

に
体
力
つ
く
り
の
日
常
実
践
化
を
図
る

努
力
を
行
い
、
児
童
の
自
主
的
運
営
に

よ
る
全
校
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

P
T
A
・
地
区
の
方
々
と
の
協
力
に
よ

っ
て
作
っ
た
体
力
つ
く
り
施
設
の
整
備

な
ど
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
体

制
で
体
力
つ
く
り
を
行
っ
て
き
た
」
。

と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ら
の
結
果
、
児
童
は
、
以
前

よ
り
は
目
的
意
識
や
積
極
性
が
表
れ
、

運
動
能
力
の
向
上
と
と
も
に
、
自
ら
を

鍛
え
る
運
動
を
楽
し
み
、
困
難
に
挑
戦

し
て
そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
意
欲

が
高
ま
っ
て
き
た
」
。
と
校
長
先
生
は

ま
と
め
て
い
ま
し
た
。

ぜ
一
一
甲
．
．
，
｛
顧
．
．
一
三
．
哺
二
｛
一
．
一
9
．
。
三
一
一
一
一
一
毫
9
．
．
ξ
三
一
一
．
ξ
。
一
．
串
5
一
㌔
印
甲
ロ
｛
轡
尊
．
一
．
｛
＝
獅
一
孝
．
．
．
．
．
三
一
．
．
一
．
一
…
．
．
二
一
｛
騨
髄
．
．
｛
一
一
．
一
．
｛
．
一
．
3
…
一
一
．
一
．
．
ξ
一
…
一
ξ
一
一
働
一
ξ
一
一
一
．
頓
．
ξ
三
ξ
亀
～
一
。
…
．
．
ξ
三
．
．
‘
…
一
…
一
｛
…
一
一
一
㌔
。
一
一
一
一
隻
…
ξ
一
一
．
．
。
ξ
一
一
．
．
・
ξ
三
帰
～
一
一
一
一
．
一
ξ
一
一
．
～
…
一
．
．
．
o
｛
一
．
．
．
｛
．
．
願
一
．
一
…
一
一
一
一
9
｛
。
．
．
一
一
三
一
．
．
．
一
9
｛
．
．
．
．
．
三
．
一
．
一
．
．
．
＝
．
．
『

　　　　　先生とダンスもしました　　　　け畝脳ぜ　　剛　　　怜
｛｛｛｛｛．．｛｛｛｛｛一噌μ｝噺｛。。｛｛・｛｛｛｛｛。｛｛｛・・
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老
年
期
の
食
事

　
老
年
期
に
必
要
な
一
日
の
ヵ
ロ
リ

ー
は
、
成
人
の
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト

減
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
の

活
動
状
況
や
健
康
状
態
に
よ
っ
て
大

き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
お
年
寄
り

で
も
活
動
的
で
若
い
人
と
あ
ま
り
違

わ
な
い
生
活
を
し
て
い
る
方
も
い
ま

す
か
ら
、
年
齢
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ

な
い
で
活
動
に
見
合
っ
た
食
事
に
す

る
よ
う
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

　
　
　
　
　
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と

　
　
　
　
“
、

螺
カ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
内

容
に
つ
な
が
り
ま
す
。
老

人
向
き
の
献
立
を
一
食
一

品
は
作
り
ま
し
ょ
う
。

②
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に

　
胃
液
の
分
秘
も
減
り
、

消
化
の
力
が
弱
く
な
っ
て

い
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
消
化
の
よ
い
調
理
を

　
か
む
力
も
消
化
吸
収
能

力
も
低
下
し
て
い
ま
す
の

で
、
食
べ
や
す
く
消
化
し

や
す
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。

④
繊
維
の
多
い
食
品
も

　
あ
ま
り
吸
収
の
よ
い
も

の
ば
か
り
で
も
考
え
も
の

1・罫
、〃ノ

ヤ

　
　
へ
～
～

芸
託

o
録
．

　
　
　

戴理。τんは少炭

く＼、旗ずも多く、

で
す
。
野
菜
類
の
よ
う
な
繊
維
の
多

い
も
の
を
食
べ
な
い
と
便
秘
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

⑤
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
十
分
に

　
卵
一
個
、
牛
乳
一
本
、
魚
か
肉
一

皿
は
、
毎
日
食
べ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

⑥
動
物
性
脂
肪
は
少
な
め
に

　
動
物
性
脂
肪
は
ひ
か
え
気
味
に
し

て
植
物
性
油
脂
を
た
っ
ぷ
り
と
り
ま

し
ょ
う
。

⑦
塩
分
は
ひ
か
え
め
に

　
薄
味
に
な
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

⑧
心
臓
に
負
担
を
か
け
な
い
食
事
を

　
食
事
は
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
、

規
則
正
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
朝
は

た
っ
ぷ
り
、
昼
は
ゆ
っ
く
り
、
夜
は

も
た
れ
ず
、
を
守
り
ゆ
と
り
あ
る
生

活
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ヨ

饗
舞馨

磨
葛
彦
§
‡
き
§
§

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
総
総
騙

（
総
鋪
勤

（
翻
罐
和
弘

霜
条

栃
尾
市
か
ら

山
野
田

群
馬
県
か
ら

高
原
田

光
子
十
日
町
市
か
ら

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

高皆輔ヒ
橋川村

香
奈
　
良
二
　
長
女
　
中
央
町

一
洋
一
夫
長
男
仁
田

克
幸
　
晴
夫
　
三
男
　
学
校
町

『
￥
～
、
聾
．
．
．

，
．
．
曜
貰
・
　
．
．
，
．
9
●

讐小わ

　
◎
稲
屑
の
燃
え
上
が
り
つ
・
暮
れ
残
る

　
　
良
質
米
ほ
ど
に
倒
る
・
稲
な
り
し

　
　
一
山
の
紫
陽
花
寺
と
い
う
親
し

　
　
紫
陽
花
の
寺
の
い
よ
い
よ
古
り
に
廿
り

　
　
野
地
蔵
の
赤
き
前
掛
栗
実
る

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
紅
葉

　
◎
胡
麻
叩
く
古
き
屏
風
を
立
て
廻
し

　
　
廃
村
に
な
る
村
道
の
露
深
し

　
　
雁
の
列
は
っ
き
り
見
え
て
良
夜
か
な
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磯
岩
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け
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の
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岩
瀬
小
川
益
栄

稲
を
刈
る
音
の
し
て
い
て
句
作
遅
々

草
枯
れ
て
い
よ
い
よ
険
し
杣
の
道

大
き
な
蛾
畳
に
落
ち
て
掃
か
れ
け
り

コ
ス
モ
ス
の
一
枝
反
き
咲
き
揺
る
・

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

ち
り
ば
め
し
紅
騎
お
き
て
秋
堂
業

池
の
面
を
打
つ
蜻
蛉
の
水
輪
か
な

は
じ
け
胡
麻
莫
産
に
包
み
て
背
負
ひ
け
り

虫
の
声
澄
み
い
る
庭
の
良
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
　
一
代

露
し
げ
し
よ
ご
れ
し
足
を
洗
い
け
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朝
の
露
ふ
み
て
草
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の
重
き
か
な

一
服
の
ひ
ま
に
鎌
と
ぎ
稲
刈
女

若
き
日
の
踊
浴
衣
と
な
つ
か
し
む
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　9月の交通事故発生件数
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三
領
　
高
橋
た
か
し

新
胡
麻
で
間
引
菜
和
の
夕
餉
待
つ

牛
小
屋
も
何
か
美
し
良
夜
な
る

台
風
の
重
な
り
来
た
る
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
　
秀

稲
束
を
廻
し
と
び
ち
る
稲
の
露

秋
晴
れ
の
肩
に
と
ま
り
し
赤
ト
ン
ボ

〈
評
〉

　
固
く
な
っ
て
句
を
作
ら
な
い
こ
と
。

極
め
て
平
明
に
し
て
心
を
広
げ
て
取
組

め
ば
す
ら
す
ら
と
俳
句
に
な
る
も
の
。

　
あ
ま
り
説
明
を
し
過
ぎ
な
い
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
情
景
や
音
や
色
な
ど
そ

の
説
明
の
要
不
要
は
句
を
よ
く
読
ん
で

み
て
決
定
す
べ
き
で
、
な
る
べ
く
余
韻

を
の
こ
す
余
地
を
弁
え
る
こ
と
。


